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再エネ由来の電力と水を用いて、CO2を有用な化学物質ヘオンデマンドで変換します

●再生可能エネルギー由来の電力を用いたCO2の電気化学変換プロセス

(CO2電解）が注目されています

●CO2電解は一般的な触媒反応による再資源化に比べて、低温かつ小型

スケールでの利用が可能であり、初期投資コストが安くなると期待されて

います

小型化・分散化
可能

デバイスを駆動
するための付帯
設備が少ない

様々なステージにおけるKRIのスケールアップ支援サービス
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有用物質へ変換

一酸化炭素(CO)
化学原料

塁メタン(CH4)
都市ガス・家庭用燃料

エチレン(C2出） エタノール(C2HsOH)
プラスチック製品・ポリマー原料 自動車燃料・消毒液

低温動作が
大規模な加熱、 可能
冷却装置が不要

低濃度CO2を
濃縮可能

工場排気のような
高濃度CO2でなく
ても使用可能
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電解プロセスの課題 ノヽ
●電気量の変動によるコスト変動

一 低電力高効率で動作する設計が必要

●生成物選択性の低さ伍分離精製のコスト高）

ー 選択率向上に向けた触媒・反応場設計が必要

プロセスの概念設計によるコスト試算のデータ取得と事業化に向けた性能向上検討を行います

低消費電力化のためにデバイス構造の改良を行います

抵抗大：ガス拡散セル
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ゼロギャップセル
抵抗小＝低消費電力

選択性効率向上のアプローチ：物質輸送の最適化

電解セル内部の物質分布を考慮した設計を行います

（ 電解セル内部のpHシミュレーション ） （ 電極の新撥水性制御 ） 

Gな：口□9゚D?
鱈逼一

KOHc:;;;;;;,i!) I \._~詈ご：Imla．．．．．．．．．． 

12 

'‘ 
、,,

ヽ
、乙

pH 、9‘’

10 

8

6
 

4
 

2
 

撥水性

ガス拡散性高

適切な流豊のときに
触媒付近のpHが

|0utla 中性となる
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CO2含有

アルカリ溶液

6x10-• m 

シミュレーション2次元モデル(pH分布の実施例）

セル内部のCO2ガス発生を計算で予測
触媒層近傍で発生するようにデザイン

反応経路に合わせて

電極特性を最適化します


